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欧州評議会企画人権教育マニュアル

『コンパス』『コンパシート』
※「欧州評議会」
人権、民主主義、法の支配の分野で国際社会の基準策定を主導する汎欧州の国際機関。
日本も1996年11月に教皇庁、米国、カナダに次いで4番目のオブザーバー国となった。
（HTTPS://WWW.MOFA.GO.JP/MOFAJ/AREA/CE/INDEX.HTML）

日本語訳）
ヨーロッパ評議会企画、福田
弘訳『人権教育のためのコン
パス〔羅針盤〕』明石書店
2006年

『コンパシート〔羅針盤〕』人
権教育推進センター2009年





人権教育のとらえ方

一般的なイメージは、

Education about／on human rights:
人権「についての」教育

人権問題としての具体的諸課題(例：平成23年に閣議決定
された１３の課題など）

（内容的側面）



それ以外にも、

Education for human rights:
人権「のための」教育

「人権」という考え方、価値観を守り、育み、継承する
（目的的側面）

人権教育のとらえ方



人権教育のとらえ方

Education as human rights:
人権「としての」教育

「教育を受けることそのものが人としての権利である」あ
らゆる権利の保障
（保障的側面）



人権教育のとらえ方

Education through／in human rights:
人権「を通しての」教育

「学習プロセス」そのものが人権の守られた状態で行われる
（学習プロセス、方法的側面）





（表は、石川一喜・小貫仁編『グローバルな学びをめざす参加型授業 教育ファシリテーターになろう！』
弘文堂2015年に基づき、引用者が作成した）

「ファシリテーター（facilitator）」としての教師



参加体験型による
人権教育の例として、
『コンパシート』の

アクティビティをひとつ、
体験してみましょう！
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